
清　友

１

　

今
春
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、

３
月
26
日
の
金
曜
日
、「
石
神

井
池
・
三
宝
寺
池
め
ぐ
り
コ
ー

ス
」
の
散
策
で
、
予
定
コ
ー

ス
は
別
記
の
と
お
り
で
す
。

　

三
宝
寺
池
は
、
井
の
頭
池
・

善
福
寺
池
と
並
ぶ
武
蔵
野
三

大
湧
水
地
の
ひ
と
つ
で
、
石

神
井
川
の
水
源
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
国
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
る
沼
沢
植
物

群
落
が
あ
り
、
氷
河
期
か
ら
生

ハイキングの
予定コース

●西武池袋線「練馬高野
台」駅改札前集合
※集合時間：10 時
※各駅停車のみなので注意

↓（徒歩 10 分）
●長命寺

↓（徒歩 10 分）
●「石神井公園駅」

↓（徒歩 10 分）
●石神井池

↓（徒歩 20 分）
●道明寺

↓（徒歩 3 分）
●三宝寺

↓（徒歩 5 分）
●氷川神社

↓（徒歩 5 分）
●三宝寺池

↓（徒歩 10 分）
●西武池袋線「石神井公

園駅」解散

■ハイキングに参加を
希望する方は、東京
清掃本部宛連絡くだ
さい。

■弁当を持参ください。
飲み物は退職者会か
らお渡しします。

酒田市・山居倉庫

い
て
い
た
水
路
を
人
工
的
に
せ
き

止
め
た
池
で
す
が
、
ボ
ー
ト
遊
び

な
ど
で
有
名
で
す
。
練
馬
の
名
木

に
指
定
さ
れ
た
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
と

ム
ク
ノ
キ
も
あ
り
ま
す
。

　

附
近
に
は
、
東
高
野
山
と
呼
ば

れ
る
長
命
寺
や
、
14
世
紀
建
立
の

古
刹
三
宝
寺
と
道
明
寺
な
ど
の
見

ど
こ
ろ
が
あ
り
、
今
回
の
コ
ー
ス

に
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
太
田

道
灌
に
滅
ぼ
さ
れ
た
豊
島
氏
の
居

城
・
石
神
井
城
跡
も
あ
り
ま
す
。

　

開
花
に
間
に
合
え
ば
、
石
神

井
公
園
全
体
で
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

一
七
〇
本
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
七
〇
本
、

コ
ブ
シ
一
四
〇
本
が
咲
き
乱
れ
る

風
情
を
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。

　

春
の
一
日
、
う
き
う
き
気
分
で

お
花
見
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

息
し
て
い
る
ミ

ツ
ガ
シ
ワ
、
コ

ウ
ホ
ネ
、
マ
コ

モ
等
の
植
物
が

見
ら
れ
ま
す
。

　

石
神
井
池

は
、
三
宝
寺
池

か
ら
周
辺
の
田

ん
ぼ
に
水
を
引

３月２６日に
お・花・見
ハイキング
石神井池・三宝
寺池めぐりコース
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２
月
15
日
に
、
第
５
回
幹
事
会

を
開
催
し
、
①
ハ
イ
キ
ン
グ
の
企

画
、
②
第
３
回
定
期
総
会
の
開
催

日
、
③
退
職
者
会
規
約
改
正
、
④

弔
意
に
関
す
る
規
則
、
⑤
清
掃
退

職
者
会
学
習
会
、
⑥
会
計
予
算
の

補
正
、
⑦
再
任
用
・
再
雇
用
組
合

員
の
退
職
者
会
員
化
な
ど
に
つ
い

て
検
討
し
ま
し
た
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
の
企
画
は
、
１
面

記
載
の
と
お
り
で
す
。

　

第
３
回
定
期
総
会
は
、
４
月
23

日
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
案
内

な
ど
は
、
開
催
細
目
の
確
認
後
、

改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

退
職
者
会
規
約
改
正
の
目
的
は
、

①
昨
年
の
第
２
回
定
期
総
会
で
指

摘
を
受
け
た
「
第
４
条
（
目
的
）」

の
記
載
内
容
見
直
し
、
②
幹
事
会

等
で
指
摘
が
あ
っ
た
「
第
７
条
（
会

員
、
準
会
員
）」
の
「
準
会
員
」
の

取
扱
い
の
見
直
し
と
、「
顧
問
」
の

創
設
、
③
あ
わ
せ
て
、
上
部
団
体

の
規
約
や
他
単
会
の
規
約
を
参
考

に
、
現
行
規
約
の
矛
盾
点
や
規
定

さ
れ
て
い
な
い
事
項
を
整
備
す
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
「
弔
意
に
関
す
る
規
則
」
の
案
は

別
記
の
と
お
り
で
す
。
こ
れ
も
昨

年
の
定
期
総
会
で
出
さ
れ
た
意
見

を
踏
ま
え
た
提
案
で
す
。

　
「
規
約
改
正
」
と
「
弔
意
に
関
す

る
規
則
」
は
、
４
月
23
日
の
定
期

総
会
で
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

４
月
の
総
会
が
終
わ
っ
て
少
し

落
ち
着
い
た
と
こ
ろ
で
、
６
月
を

目
途
に
、
清
掃
退
職
者
会
学
習
会

を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
は
、
①
高
齢
者
を
め
ぐ
る

国
会
等
の
諸
情
勢
、
②
自
治
退
共

済
・
保
険
事
業
内
容
を
予
定
し
て

い
ま
す
が
、
細
か
い
内
容
が
決
ま

り
次
第
、
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

会
計
予
算
は
、
自
治
退
都
本
部

と
都
庁
退
の
会
費
納
入
見
込
み
額

算
出
方
法
に
誤
差
が
あ
り
、
科
目

に
赤
字
が
生
じ
る
こ
と
が
判
明
し

た
た
め
、
補
正
し
ま
し
た
。

　

再
任
用
・
再
雇
用
組
合
員
の
退

職
者
会
員
化
は
、
規
約
改
正
に
も

関
連
し
ま
す
が
、
他
単
会
の
例
を

参
考
に
、
再
任
用
・
再
雇
用
組
合

員
を
退
職
者
会
の
会
員
に
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
会
費

は
組
合
費
と
の
二
重
に
な
り
ま
す

の
で
、
徴
収
し
な
い
こ
と
と
し
、

そ
の
他
の
権
利
は
会
員
と
同
じ
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

東京清掃労働組合退職者会
弔意に関する規則（案）

１．目　的
会員が死去したとき、清掃退職者会として弔慰を

表することを目的とする。
２．適用範囲

清掃退職者会規約第４条（組織及び構成）に定め
る第１号会員及び第３号会員が死去したとき、適用
する。

なお、第２号会員が死去したときは、東京清掃か
ら弔慰が表されるので、適用しない。

３．弔慰金
会員が死去したときは、遺族に 5,000 円贈る。

４．葬儀参列
会員が死去し、葬儀が執り行われるときは、会を

代表する者が参列する。
ただし、葬儀参列は、原則として東京二十三区を

起点にした通勤圏の範囲内とする。
５．弔慰電報

会員が死去し、葬儀に会の代表が参列できないと
きは、会長名によるお悔やみ電報を送ることができ
る。

６．疑義などの解釈
この基準の疑義や定めていないことの解釈は、幹

事会が判断する。
７．基準の改廃

この基準の改正は幹事会で行い、廃止は総会の議
決を要する。

８．施行
この規則は、2010 年４月 23 日から施行する。

第５回
幹事会

定
期
総
会
は
４
月
23
日

の
予
定
、
退
職
者
会
規

約
改
正
案
と
弔
意
に
関

す
る
規
則
案
を
提
案

　

当
面
は
、
再

任
用
・
再
雇

用
組
合
員
へ
退

職
者
会
機
関
紙

「
清
友
」
を
確

実
に
配
布
す
る

取
組
み
を
進
め

た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

退
職
者
会
の

運
動
は
、本
部
・

支
部
の
協
力
が

不
可
欠
で
す
。

特
に
、
各
支
部

と
の
関
係
の
強

化
を
図
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
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■
五
島
正
規
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
（
元
衆
院
議
員
、
医
療
法
人
理
事
長
）

　

民
主
党
は
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
で
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
、
医
者
数
増
な

ど
を
示
し
て
い
る
が
、
実
現
へ
向
け
た

筋
道
を
示
す
必
要
が
あ
る
。

■
権
丈
善
一
・
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

　

（
慶
応
大
学
商
学
部
教
授
）

　

国
民
皆
保
険
制
度
で
は
医
療
の
所
得

差
が
な
い
。
国
民
皆
保
険
で
は
な
い
ア

メ
リ
カ
は
、
低
所
得
者
は
十
分
な
医
療

を
受
け
ら
れ
な
い
。

　

高
福
祉
は
高
負
担
が
必
要
。
日
本
は

低
負
担
・
中
福
祉
に
し
た
結
果
、
福
祉

を
切
り
下
げ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

　

日
本
の
社
会
保
障
負
担
率
は
、
先
進

国
中
最
低
ラ
ン
ク
だ
。
国
の
総
支
出

２
１
２
兆
円
中
、
国
債
費
・
社
会
保
障

費
・
財
投
費
を
除
く
一
般
支
出
は
30
兆

円
。
財
政
は
硬
直
化
し
て
い
る
。

　

社
会
保
障
の
負
担
は
応
能
負
担
に
す

る
べ
き
で
、
医
療
・
介
護
・
年
金
の
目

的
は
同
一
な
の
で
、
基
礎
年
金
を
国
費

負
担
と
し
、
保
険
料
負
担
を
報
酬
割
り

に
す
べ
き
だ
。
給
付
の
安
定
は
財
源
の

安
定
が
必
要
で
、
負
担
は
保
険
料
方
式

が
望
ま
し
い
。

■
小
島　

茂
・
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

　

（
連
合
総
合
政
策
局
長
）

　

老
人
医
療
無
料
化
に
よ
る
国
保
の
赤

字
対
策
と
し
て
、
老
人
保
健
法
、
退
職

者
医
療
制
度
が
で
き
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
つ
な
が
っ
た
。

　

保
険
制
度
は
、
国
保
と
職
域
健
保
の

２
本
立
て
に
す
べ
き
で
、
職
域
健
保
で

退
職
者
を
支
え
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
。

　

大
き
な
自
治
体
と
小
さ
な
自
治
体
と

で
は
負
担
と
給
付
に
差
が
出
る
。
地
域

健
保
は
、
都
道
府
県
単
位
に
広
域
化
す

べ
き
だ
。
財
源
は
消
費
税
も
考
慮
す
べ

き
と
思
う
。

後期高齢者医療制度廃止と新制度
創設のスケジュール（厚生労働省）

◆ 2010 年夏　　「中間とりまとめ」
◆ 2010 年末　　「最終とりまとめ」
◆ 2011 年 1 月　法案提出
◆ 2011 年 3 月　法案成立予定
◆ 2013 年 4 月　施行（準備期間２年）

後期高齢者医療制度廃止
後を考えるシンポジウム

　

１
月
31
日
、自
治
労
と
地
域
医
療
研
究
会
の
共
催
に
よ
る「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
後
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

鳩
山
政
権
の
公
約
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
省
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
廃
止
と
新
制
度
発
足
へ
向
け
て
別
記
の
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
社
会
保
障
全
体

の
レ
ベ
ル
を
現
状
維
持
し
て
も
負
担
の
ア
ッ
プ
が
必
要
と
い
う

現
状
に
あ
り
、
こ
と
は
そ
う
簡
単
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
５
人
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
よ
り
行
わ
れ
、内
容
は
、

多
彩
な
顔
ぶ
れ
を
象
徴
し
、
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
し
た
。

社
会
保
障
制
度
全
体
の
骨
組
み

再
建
と
負
担
の
あ
り
方
が
課
題

■
新
田
國
夫
・
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

　

（
在
宅
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
副
会
長
）

　

慢
性
期
病
院
は
終
の
棲
家
に
な
っ
て

い
る
。
命
の
質
が
大
切
で
、
病
院
か
ら

在
宅
へ
の
世
界
を
ど
う
つ
く
る
か
、
長

寿
社
会
に
お
け
る
命
の
質
を
ど
う
つ
く

る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

無
駄
な
医
療
が
多
い
。
病
院
は
専
門

医
療
に
す
べ
き
で
、
入
院
も
必
要
分
に

限
定
す
べ
き
だ
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
医

療
費
は
ま
す
ま
す
足
り
な
く
な
る
。

■
唐
澤　

剛
・
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

　

（
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
審
議
官
）

　

老
人
保
険
制
度
は
、
国
民
皆
保
険
を

守
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
老
人
医
療
の
無

料
化
開
始
後
３
年
で
老
人
医
療
費
が
倍

増
し
た
。
国
民
皆
保
険
を
守
る
に
は
そ

れ
な
り
の
努
力
が
必
要
。
皆
保
険
が
崩

れ
る
と
所
得
に
応
じ
た
医
療
に
な
る
。

　

私
は
、
現
行
制
度
を
つ
く
っ
た
責
任

者
だ
が
、
制
度
対
象
者
の
意
見
を
十
分

聞
く
べ
き
だ
っ
た
。
実
施
へ
向
け
た
準

備
期
間
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
も
反
省

点
で
、
施
行
準
備
は
最
低
２
年
必
要
だ
。

国
保
は
、
都
道
府
県
が
実
施
す
べ
き
だ
。

　

各
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
発
言
後
、
会
場

か
ら
の
質
問
を
踏
ま
え
、
シ
ン
ポ
ジ
ス

ト
相
互
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
議
論
は
、
①
退
職
者
医
療
の
財

源
問
題
、
②
各
保
険
者
の
保
険
料
率
の

あ
り
方
と
保
険
一
元
化
の
是
非
、
③
医

療
態
勢
の
改
善
方
法
、
④
財
源
確
保
対

策
な
ど
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃

止
と
新
制
度
創
設
へ
向
け
た
課
題
を
鮮

明
に
す
る
有
意
義
な
も
の
で
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
代
わ
る
制

度
を
ど
う
す
る
か
明
ら
か
で
は
な
い
。

医
療
費
拡
大
と
各
保
険
制
度
の
見
直
し

を
ど
の
よ
う
に
行
な
う
の
か
不
明
だ
。

■
石
井
瑛
禧
・
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

（
日
本
病
院
会
常
務
理
事
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
は
出
来
の
悪
い
制
度

だ
が
、
廃
止
論
者
は
対

案
を
示
し
て
い
な
い
。

財
源
と
給
付
の
問
題
を

ど
う
す
る
か
が
問
題
だ
。

　

日
本
の
医
療
は
平
等

性
が
あ
る
が
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
は
、
保

険
間
の
負
担
に
不
公
平

が
あ
り
、
応
能
負
担
で

は
な
い
。
負
担
方
法
は
、

目
的
外
使
用
を
で
き
な

い
保
険
料
が
一
番
い
い
。
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東
京
清
掃
の
団
結
旗
開
き
が
１

月
19
日
、
Ｓ
Ｋ
プ
ラ
ザ
隣
の
ホ
テ

ル
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン

ド
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

旗
開
き
は
、
区
長
会
、
特
人
厚
、

各
区
・
一
組
関
係
者
、
各
級
推
薦
・

協
力
議
員
、
連
合
・
自
治
労
・
都

労
連
・
特
区
連
・
都
庁
職
・
各
区

職
労
・
都
庁
各
局
支
部
、
都
市
清

掃
関
係
者
、
東
京
全
労
協
・
国
鉄

闘
争
共
闘
会
議
等
共
闘
組
織
関
係

者
、
そ
の
他
友
誼
団
体
な
ど
多
士

多
彩
な
来
賓
と
、
本
部
・
支
部
を

含
め
た
約
２
５
０
名
が
参
加
し
華

や
か
に
催
さ
れ
、
退
職
者
会
も
小

泉
会
長
、
渡
辺
副
会
長
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

恒
例
の
歴
代
委
員
長
に
よ
る
鏡

開
き
は
、
退
職
者
会
会
員
の
堀
田

元
委
員
長
、
北
条
元
委
員
長
、
大

久
保
元
委
員
長
と
、
星
野
前
委
員

長
、
西
川
現
委
員
長
に
よ
り
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

鳩
山
連
立
内
閣
が
実
現
し
ま
し

た
が
、
厳
し
い
社
会
経
済
状
況
が

続
き
、
高
齢
者
医
療
・
福
祉
も
負

担
増
を
避
け
ら
れ
な
い
時
代
を
迎

え
て
い
ま
す
。
東
京
清
掃
は
、
東

京
の
労
働
運
動
の
中
心
部
隊
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
期
待
に

こ
た
え
、
地
域
に
根
ざ
し
て
闘
い

を
進
め
る
こ
と
を
誓
い
、
長
妻
青

年
部
長
の
音
頭
に
よ
る
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ウ
で
集
い
を
閉
め
ま
し
た
。

▼
12
月
10
日
に
小
石
川
後
楽
園
内
涵

徳
亭
で
開
催
し
た
清
掃
退
職
者
忘
年
会

は
、
既
報
の
と
お
り
会
員
18
名
と
西
川

本
部
委
員
長
が
参
加
。
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

な
お
、他
単
会
は
忘
年
会
で
は
な
く「
新

春
の
集
い
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
清

掃
も
「
新
春
の
集
い
」
に
す
る
こ
と
を

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
12
月
18
日
、
自
治
退
都
本
部
幹
事
会

▼
１
月
27
日
、
都
庁
退
連
合
幹
事
会

に
、
幹
事
の
庄
司
事
務
局
長
が
参
加
。

議
題
は
、
総
会
議
案
（
活
動
方
針
）
の

文
言
整
理
、
一
泊
学
習
会
の
取
組
み
な

ど
で
し
た
。

▼
１
月
30
日
、
都
議
会
食
堂
ポ
ー
ル
ラ

イ
ト
で
催
さ
れ
た
「
労
働
行
政
退
職
者

会
新
春
の
集
い
」
に
招
待
を
受
け
、
庄

司
事
務
局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

▼
１
月
31
日
、
四
谷
の
主
婦
会
館
で
開

催
さ
れ
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃

止
後
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
、
戸

枝
会
計
が
参
加
。
内
容
は
３
面
に
。

▼
２
月
５
日
、
小
石
川
後
楽
園
内
涵
徳

亭
で
催
さ
れ
た
「
福
祉
保
健
局
退
職
者

会
新
春
の
集
い
」
に
招
待
を
受
け
、
渡

辺
副
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

▼
12
月
10
日
の
第
４
回
幹
事
会
以
降

の
事
務
局
会
議
・
事
務
業
務
は
、
12
月

１
回
、
１
月
３
回
、
２
月
１
回
で
し
た
。

　

１
月
30
日
、普
天
間
基
地
即
時
閉
鎖
・

辺
野
古
新
基
地
断
念
を
求
め
る
集
会
が

日
比
谷
野
音
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
の
外
に
あ
ふ
れ
る
６
千
人
が
参

加
し
、
銀
座
デ
モ
で
普
天
間
廃
止
と
辺

野
古
移
転
反
対
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。
東
京
清
掃
も
一
翼
を
担
い
、
力
強

く
常
盤
橋
ま
で
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

退職者会
活動日誌

に
幹
事
の
渡
辺
副
会
長

が
参
加
。
議
題
は
、
新

年
度
幹
事
・
専
門
委
員
、

安
心
共
済
の
推
進
、
会

員
拡
大
の
取
組
み
な
ど

で
し
た
。

▼
１
月
19
日
、
東
京
清

掃
団
結
旗
開
き
に
小
泉

会
長
と
渡
辺
副
会
長
が

参
加
。

厳
し
い
時
代
を
切
り
拓
く

　

闘
い
へ
向
け
決
意
を
新
た
に

東
京
清
掃
旗
開
き

普
天
間
基
地
即
時

閉
鎖
・
辺
野
古
新

基
地
断
念
を
求
め

６
千
人
結
集


